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2018 年度　活動報告書
氏名：瀬川晃

役職：准教授、RCIC 運営委員会、広報委員会、図書委員会、入試実施委員会

プロジェクト：移動体芸術プロジェクト

担当授業：デザイン特論 A（情報×デザイン）、プロジェクト技術演習

活動の概要
授業やプロジェクト以外に印刷物の実践的な制作機会として学生に対して展覧会のフライ
ヤー・リーフレットなど制作指導、卒業生と連携した制作物のデザイン監修を行った。研
究では移動体芸術プロジェクトとして体験型作品の制作・運営、共同研究として食文化
を複合的な視点で可視化することを試みた。学外では地域の文化活動「草の根交流文
化サロン」の支援、名古屋芸術大学非常勤講師を担当。

学内外で携わった共同活動
OPENHOUSE 2018　デザイン監修
ベースとなるデザイン、DM、バナー、ウェブのレイアウトを担当。パンフとサイン計画は
卒業生へ制作を依頼し、ディレクションを担当。 
リーフレット・サインデザイン：大山千尋（卒業生）
制作：2018 年 5 〜 7 月  

　

IAMAS GRADUATION CATALOGUE 2018　デザイン監修
編集：RCIC（具志堅裕介）｜デザイン：伊藤友哉（卒業生）
制作：2018 年 4 月〜 5 月・2019 年 2 月〜 3 月

アン セビン Birds in the Veiled World タンチョウと非武装地帯（DMZ）

 ― 「鳥・環境・人」の混成体とアート ―

「Birds in the Veiled World」は、朝鮮半島の非
武装地帯(DMZ)を背景とする「鳥・環境・人」
の〈混成体〉に対するインスタレーション作品で
ある。韓国の鉄原（チョルウォン）という地域と、
その場所に飛来するタンチョウに焦点を当て、
人と鳥が互いに関係し合う状況を表現している。

1995 年生まれ。韓国済州島出身。
ソウル芸術大学校デジタルアート科
卒業後、入学。非武装地帯 (DMZ)
とタンチョウを中心に「鳥・環境・
人」の混成体状態について作品制作
を行っている。

朝鮮半島の非武装地帯（DMZ）は未だに軍事的
な緊張感と戦争の痕跡が残っている場所であ
る。その反面、人間の干渉が途切れ、絶滅危機
種を含めた動植物には生息できる一つの世界の
ような希望の場所にもなっている。 半世紀を
超えた分断の時間は、逆に自然の豊かさを作る
という奇妙な現象を示している。人間が意図せ
ずに現れたこういった場所の特徴は、生態系と
人との関係をあらためて考える契機にもなり得
るのではないだろうか。特に、非武装地帯と
民間人統制区域を含んでいる韓国の都市「鉄原

（チョルウォン）」には、冬になると軍事的な緊
張感と戦争の痕跡を超えて、平和を象徴するタ
ンチョウが越冬のために飛来する。「朝鮮戦争」
後の分断という人間の選択とは関係なく、韓国
で越冬をするタンチョウにとって非武装地帯や
民間人統制区域は、人間の干渉を受けずに自由
に生息できる平和の場所である。現在鉄原は、
軍人施設や戦争の痕跡が残っている場所ではあ
るが、平和の象徴や絶滅危惧種であるタンチョ
ウを地域のマスコットとして設定し、地域の観
光の助けにしている。また、タンチョウは収穫
が終わった後の農地に落ちている穀物を餌とし
て食べる。このように、非武装地帯と接近した
この地域は戦争の痕跡とタンチョウ、そして人
間の営みが混在している場所になっている。

本論文では、このような「鉄原」という地域と、
その場所に飛来する鳥、「タンチョウ」に焦点を
当て、特殊な環境の中で、人と鳥が互いに絡み
合っている状況を、作品を通して提示する。ま
た、制作を通して、非武装地帯を背景とした

「鳥・環境・人」の混成体とそれに対するアート
について考察する。
第1章では、戦争の中で生成された非武装地帯
の歴史と現状について記述する。
第2章では、非武装地帯と民間人統制区域を含
む韓国の代表的な都市「鉄原」とそのリサーチ
内容について述べる。
第3章では、朝鮮半島の非武装地帯をテーマに
したアート作品を中心に「非武装地帯とアート」
ついて考察する。
第4章では、筆者の作品「Birds in the Veiled 
World」について論じる。本作品は、博物館の
展示を参考に制作したインスタレーション作品
である。また、本作品を通じて、非武装地帯と
いう環境と密接な関連がある鳥であるタンチョ
ウと人が互いに関係しあい、繋がっていると
いう場面に着目したアート作品であることを示
す。
第 5 章では、筆者による作品「Birds in the 
Veiled World」への考察を行い、論じたこと
をまとめ上げ、今後の展望について述べる。

Birds in the Veiled World is an installation featuring 
"hybrids" of birds, the environment, and humans against 
the backdrop of the Korean Peninsula's Demilitarized 
Zone (DMZ). Focusing on Cheorwon County in Korea 
and the red-crowned cranes that migrate there, this 
installation expresses the way in which the region's birds 
and humans relate to one another.

Sebin AN

Grus_x （造形） : アルミニウム、鉄のパイプ、自作のアクリル歯車、モーター、MDF、人工芝
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養老アート・ピクニック2018
移動体芸術プロジェクトの研究の一環として養老公園でのアート・イベントにて体験型作品

「パンタグラフィー　線で描かれるもの」を制作・運営。

制作：2018 年 6 月〜 11 月
会期：2018 年 11 月 3 日・4 日

　

共同研究
実店舗を前提にした食材（ナッツ）の植生や味や栄養成分を複合的に可視化するデザイ
ン研究。 

共同研究者：Nuts & Beans
期間：2018 年 11 月・2019 年 3 月
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Cu：銅 (μg) 酸化防止や骨の形成

K：カリウム (mg) 細胞の浸透圧を維持

Ca：カルシウム (mg) 精神の安定、筋肉の収縮
Mg：マグネシウム (mg) 糖質の代謝

P：リン (mg)* 骨や歯の形成、エネルギー

Na：ナトリウム (mg)

一日の適正摂取量の目安
* アーモンド：約 25 粒程度、マグネシウム、ビタミン E（15mg）45g（38～45 粒）
* くるみ：6～ 7粒程度、銅（0.8mg）65g（9～11 粒）
* ピーナッツ：約 30 粒程度、モリブデン（25μg）35g（55～60 粒）
* カシューナッツ：約 10 粒程度、銅、モリブデン（25μg）80g（50～55 粒）
* マカダミアナッツ：約 5粒程度、マンガン
* ピスタチオ：43 粒

　

IAMAS2019 修了研究発表会　デザイン監修 
実行委員会デザイン担当学生より提案のあったキービジュアルの選定、フライヤー・リー
フレットのレイアウト・校正などを全体にデザイン監修を担当。

ビジュアル・レイアウト：尾焼津早織・平瀬未来
制作：2018 年 12 月〜２019 年 2 月
会期：2019 年 2 月 21 日〜 24 日

　

修士作品

修士作品発表G-09

小濱 史雄 | KOHAMA Fumio
displandscape

ビデオ
インスタレーション

ディスプレイを窓枠と見立てたり、ディスプレイに映り込んだ表象を情報の海と例
えるなど、我々はその先に風景を求めてしまう。
ディスプレイの内側と外側の環境にある記号や要素を置き換える行為を通して、
自由に画面の内側と外側を往復する現代人にとってのディスプレイと風景の関係
について問い直す作品である。

G-13

竹村 望 | TAKEMURA Nozomi 
同じ月を見つめて

自己省察的
ドキュメンタリー

2017 年から 2018 年にかけて、ある養鶏場で、外国人技能実習生と生活を共にし、
仕事をした経験を基にして制作した映像。養鶏場で起こった出来事や帰国した元
実習生の姿を追う中で、割り切れない問題や、自身の狡猾さへの気づきなど複合的
な葛藤を織り交ぜながら見つめていく作品。

G-04

野呂 祐人 | NORO Yuto
モノトーク

ワークショップ

モノトークは、造形行為を通じて他者と繋がる体験をするワークショップである。
複数人でペアやチームを作り、「会話をしない」というルールを設け、一つのカタチ
を一緒に作る。言葉による明確な意思疎通をしなくても、互いの造形表現を重ねて
いくことで、他者と関わることができる場を共有する。

G-07

湯澤 大樹 | YUZAWA Taiki

特別支援学校の児童を対象とした
外出への機運を醸成する試み

福祉×
メディアアート

肢体不自由児の特性に、外出や運動頻度の少なさが挙げられる。外出は自立した生
活を送るためにも欠かすことはできない。そこで、特別支援学校の児童に対し、段
階的に外出支援の為のワークショップを提案・実施したのでそれらについてのプ
ロセスと、開発をした車椅子に脱着可能な「オープン・ハンドサイクル」の展示を
行う。

G-15

箕浦 慧 | MINOURA Kei

ダンスパフォーマンス
「ἔθος」

ダンスパフォーマンス

「ἔθος (エートス )」はメディアテクノロジーを織り交ぜた 48 分の舞踊作品である。
仮想空間において３ D ポリゴンのダンサーに振付けを行い、それを映像として現実
空間に再帰させ実際のダンサーと共演させることに挑戦している。現実と仮想現実
の間に生まれる新たな身体に祝福を込めてこの作品を提示する。

G-06

ギン イギョン | Kim Yikyoung

雑誌
[MOKKE-Neotoymalife]

エディトリアルデザイン

「MOKKE」は本巣市根尾（岐阜県にある中山間地域）に移住した人々の幸福感と
移住に関連する冊子である。根尾を選択して移住した人々の主観的な幸福感の規
定要因を対象に 1 対 1 でインタビューし、冊子「MOKKE」にまとめて情報発信。
この冊子では活動を通して現在根尾に住んでいる自分の変化と論点を踏まえて、
幸福感を語る。

G-12

尾焼津 早織 | OYAIZU Saori

宇宙人、ひとり。/
メリー・ゴー・ラウンド

モーションコミック

従来とは異なるマンガのコマ割りと、読み順に沿ったカメラワークを組み合わせた
モーションコミック（マンガを元にした映像作品）手法を用いた作品。本作は、
異なる永遠の在り方を描いた連作を、それぞれ違うコマ割りとカメラワークで表現
している。

G-05

後藤 祐希 | GOTO Yuki

ミュージアム・グッズ、
買って帰って使う。って
どういうこと？

ミュージアム
マーケティング

本研究は美術館において、個人が鑑賞後にミュージアム・グッズを購入し、使用す
るという一連のプロセスから、価値創造を探求するものである。展示ではミュージ
アム・グッズを巡る個人のストーリーに焦点を当て、個人の中で創られて行く価値
を辿る。

G-08

棚原 みずき | TANAHARA Mizuki
Privacy ON

クリティカルデザイン

Privacy ON は twitter,google,facebook使用ユーザーのプライバシー設定を、5つの
ネットライフスタイルに合わせ自動的に変更するサービスである。
私たちは、本サービスを使用することで、インターネット企業が情報の個別化に利
用する、個人に関する情報を能動的に取捨選択できる。

G-01

チェ シヨン | CHOI Siyoung
Human-Framed Cycle

特殊自転車

Human-Framed Cycle は、右脚の裏側の面積を使って、後ろ方向に自走する自転車
である。この作品を体験しながら得られる身体感覚は、普段のものとは離れたもの
になり、体験者は、未知の道具に接するとき現れる自分の身体的な癖に直面したり、
自らの知覚を見直すことになる。

G-10

中路 景暁 | NAKAJI Hiroaki

Sequences/
Consequences

パフォーマンス /
映像表現

ベルトコンベアーを用いて行われる 50 個のシーケンスを連ねた映像作品である。
本作品はソーシャルメディアの登場によって日常のシーンの中に表現としての価
値が見いだせるようになったことを背景に、装置を用いた表現を捉え直しその可能
性を模索した作品である。

G-11

平瀬 未来 | HIRASE Miki
Translucent Objects

メディア空間における彫刻

出来事を2台のカメラで表裏から撮影し、その2つの映像を不透明度50%の状態にし、
重ね合わせた映像である。撮影された物体は半透明の状態となり、2つの映像内の物
体の位置が重なり合うことで不透過の部分が現れる。この不透過の部分を「メディア
空間における彫刻」とし、メディアを通してモノを見ることを再考させる。

G-16

アン セビン | AN Sebin
Birds in the Veiled World

インスタレーション

Birds in the Veiled Worldは、朝鮮半島の非武装地帯 (DMZ)を背景とした、「鳥・環境・
人」の混成体 (ハイブリッド )状態に対するアート作品である。
韓国の鉄原 ( チョルウォン ) という地域と、その場所に飛来するタンチョウに焦点
を当て、人と鳥が互いに関係し合っている状況を表現している。

G-03

飯島 祥 | IIJIMA Sho
LiveLoop Interpreter

演奏動画配信ツール

LiveLoop Interpreter は、ループペダルを用いたギター演奏における演奏動画撮影
の際に、拡張現実を加えるツールであり、観客が、演奏者の身体を通じたアイデ
ンティティの主張に対する解釈を深めるためのものである。本作品を通じて、観
客が鑑賞を深めるための、新しい演奏の配信スタイルを提案する。

G-02

荏原 洋夢 | EHARA Hiromu

DIEGESIS DESIGN 
ー左利きの場合

クリティカルデザイン/
メタデザイン

現代において問題は細分化され、問題自体を理解することが困難になった。
多くのデザイン手法は問題を表層的に変化させているに過ぎず、数多の問題は既に
解決不能である。
問題解決のための第一歩として問題叙述型デザインアプローチを提唱し、その試行
を左利きの直面する問題を例に実行した。

G-14

小寺 諒 | KOTERA Ryo
或る脈動の部屋

インスタレーション

家電製品をはじめとする多種多様な機械を、あらかじめ記録・編集された鼓動に従っ
て動作させ、1つの部屋を生き物のような擬似的な身体空間に見立て、構築した作品
である。複数の機械が構成する1 つのシステムが観客を取り囲み、身体とテクノロ
ジーの在り方を問いかける。

フロアガイド

G-01

箕浦 慧 | MINOURA Kei

ダンスパフォーマンス
「ἔθος」

ギャラリー１

各回15分前から入場していただけ
ます。また定員35名に達し次第締め
切らせていただきますので、お早め
にお越しください。

○・・・上映前の挨拶あり
×・・・挨拶なし

2.22
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SUN
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G-01

竹村 望 | TAKEMURA Nozomi 
同じ月を見つめて
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このたび、I AMAS（イアマス）は「IAMAS 2019」と題して、第17期生による修了研究発表会および2018年度のプロジェクト研究発表会を

開催します。科学的知性と芸術的感性の融合を掲げる本研究科においては、多くの人が自身の専門を軸にしつつも、異なる領域に積極的

に足を踏み入れて行きます。またそれは自分の領域の視点から、他の世界を捉えることでもあります。私たちの活動は、常に「場違いの

場所」に赴く行為のようでした。そこで生まれた表現は、その領域にある文脈を正当に受け継いだ表現ばかりではありません。なぜ

なら私たちは、自身の専門領域による視点を忘れずに持ち続け、その上で他の領域の現状を見つめ、既存の価値観に埋もれ切り捨てら

れてしまったものを拾い上げ、表現を通して新たな疑問を投げかけているからです。そして私たちはそのことを自覚的に、あえて「場違い

の場所」に身を置き、制作・研究を行ってきました。本展覧会では、そのような背景を持った多種多様な分野の作品・研究が並びます。

制作者が領域を跨いで独自に紡いできた一つ一つの文脈を含め、修士研究の成果をご高覧いただけたら幸いです。

トークイベント「映像表現と人類学」
これからの創造のためのプラットフォーム

音楽イベント「NxPC.Live vol.34」
NxPC

トークイベント「養老アート・ピクニック・トーク with IAMAS Radio(仮)」
移動体芸術

トークイベント「映像作品『同じ月を見つめて』と南北問題」
竹村望

トークイベント「境界とアート 」
セビン +  Art Thinking Project (ATP)

トークイベント「YCAM vs IAMAS 」
産業文化研究センター［RCIC］

イベント「クリティカル・サイクリング早朝耐寒ライド 」
移動体芸術

トークイベント「あたらしい TOY with IAMAS Radio( 仮 ) 」
あたらしい TOYプロジェクト

音楽イベント「タイムベースドメディア ・ガムランコンサート」
タイムベースドメディア

503-0006 岐阜県大垣市加賀野4丁目1-7
TEL : 0584-75-6600 / FAX : 0584-75-6637
MAIL : event@ml.iamas.ac.jp
WEB : www.iamas.ac.jp

撮影について
当展覧会は一部の撮影禁止作品を除くすべての写真・動画の撮影が可能です。
但し、フラッシュ撮影、長尺の動画撮影はご遠慮ください。

情報科学芸術大学院大学第17期生
修了研究発表会・プロジェクト研究発表会
Graduation and Project Research Exhibition

http://www.iamas.ac.jp /exhibit19/ 

P-10

「変異する尋常」展
アートを／で考えるプロジェクト

P-03

プロジェクト展示

あしたをプロトタイピングする
プロジェクト

P-07

プロジェクト展示
あたらしいTOYプロジェクト

P-01

Critical Cycling＋移動体芸術＋現実感芸術展 
2019 Winter

移動体芸術、現実感芸術 、
Critical Cycling

P-06

体験拡張環境プロジェクト研究発表
体験拡張環境プロジェクト

P-09

タイムベースドメディア2019展

タイムベースドメディア・
プロジェクト

P-08

生きるための創造と技術
根尾コ・クリエイション

P-04

福祉の技術プロジェクトの活動報告
福祉の技術プロジェクト

P-02

池田町有線放送電話プロジェクト
池田町有線放送電話プロジェクト

イベントスペース

トークイベント

これからの創造のための
プラットフォーム

P-05

つくる人、すむ人、みる人でつくる
コミュニティ・アーカイブ〈坂倉準三篇〉

メディア表現学研究プロジェクト

岐阜県大垣市を拠点とする南原兄弟によるコミュニティ食堂「南原食
堂」が、IAMAS 2019に特設店「小さな南原食堂」をオープンします。メ
イン会場入口横にて、あたたかいスープなどの軽食をご用意しており
ます。また、小林孝浩教授が営む「小林農園(仮)」にて焙煎された特製
豆で入れたコーヒーをご用意しております。是非お立ち寄りください。
 ※ 2月23日(土)、24日(日)のみ営業

小さな南原食堂O-03O-01 進学相談
情報科学芸術大学院大学を詳しく知りたい方、あるいは受験を希望
されている方のために、進学相談を実施します。入試やカリキュラムに
ついて、また進路先などのご相談に応じます。
※ 会期中随時受付

O-02 RCIC活動報告
産業文化研究センター［RCIC］は、IAMASの産官学連携、文化活動、
広報活動を担うIAMASの附置機関である。本展示では、今年度の実
施した主な連携活動や、現在運営しているOBOGインタビューサイト
等、実際の制作物ととも紹介する。

O-04 安藤 泰彦教授  退官記念展示
《Sleepless Babies 2019 ̶眠れぬ子らのために》を展示します。
本作品は、京都、ギャラリー16で展示した作品「Sleepless Babies」
（塩田京子氏企画「living will vol.1」）を原型とし、2019年の作品とし
て再構成したものです。

2.22
FRI

2.23
SAT

16:00 - 17:30

16:00 - 21:00

11:00 - 12:00

12:30 - 13:30

14:00 - 15:30

16:00 - 17:30

2.24
SUN

8:00 -

10:15 - 11:15

16:00 - 17:00

ご挨拶プロジェクト研究発表

関連企画

イベントスケジュール

入場無料 | Admission Free
ソフトピアジャパン・センタービル

2月21日のみ13:00-18:00

3F
イベントスペース
(メイン会場入口前)

3F
イベントスペース
(メイン会場入口前)

3F
イベントスペース
(メイン会場入口前)

3F
イベントスペース
(メイン会場入口前)

3F
イベントスペース
(メイン会場入口前)

3F
イベントスペース
(メイン会場入口前)

4F
エントランス

11:30 - 12:30

13:00 - 14:00

14:30 - 15:30
トークイベント「日常から表現へ」
ゲスト：石川将也（ユーフラテス所属 研究員 / 映像作家　グラフィックデザイナー ）

トークイベント「最適化が進む "明るい "未来」
ゲスト：若林恵（編集者）

トークイベント「問題を引き受け、伝えること」
ゲスト：高嶺格（美術作家・演出家）

学外

3F
シアター

1F
セミナーホール

　

IAMAS 産業・地域連携成果報告 2018 年度 
卒業生（近藤崇司）と連携し、昨年のレイアウトを踏襲した小冊子を制作。

編集：瀬川晃・山田聰（産業文化研究センター）
デザイン：近藤崇司
制作：2018 年 12 月〜 2019 年 2 月
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「IAMAS ARTIST FILE」は、IAMASと岐阜県美術館の連携企画協力事業である。今回で

第 6回目となる「IAMAS ARTIST FILE #06」では、近年見る行為と内面の連関をテーマ
にインスタレーションを発表してきたアーティスト、クワクボリョウタと、ミュージアム・
エデュケーターとして数々のワークショップを構築してきた会田大也による二人展を開催
した。クワクボにより 5つの作品が展示され、会田により 4つのワークショップが会期
中に開催された。また本学学生によるワークショップも 3回行われた。展示作品とワーク
ショップを同一空間で並行して行うことで、来館者が体験を自ら生み出す場としての美術
館、感じるだけでなく考える場としての美術館のあり方を実践的に提案した。

連携のきっかけ

過去 5回の「IAMAS ARTIST FILE」の開催を

通じて、IAMAS が発信し続けてきた現代的で

多様な芸術表現を紹介する意義が岐阜県美術館
と IAMASの双方において醸成され、相互協力
体制がより強化されたことによる。

IAMASの関わり

展示作品の制作補助にはあたらしい TOYプロ

ジェクトのメンバーを中心に多数の学生が携
わった。また、三組の学生が会期中にワーク
ショップを行った。これは本学の授業の中で構
想・設計したワークショップを一般参加者を対
象に行ったものである。

連携の成果

IAMASと岐阜県美術館の今後の連携がより深
化する契機となった。ワークショップにはさま
ざまな年齢層の来場者が参加し、また複数回来
場する人もみられた。本展のレビューは東海圏
の新聞コラムや批評誌等に掲載された。

みるこころみるかえりみる
IAMAS ARTIST FILE #06　クワクボリョウタ  会田大也

IAMAS-annual-report-2018.indd   4 2019/01/31   18:00
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連携先

岐阜県美術館

岐阜新聞社　岐阜放送

連携場所

岐阜県美術館

担当教員

クワクボリョウタ准教授　会田大也非常勤講師

主催

共催

協力者

池田慧太　佐々木耀　佐藤栞

佐藤優太郎　柴田一秀　竹村望

棚原みずき　津曲洸太　中路景暁

野上萌　藤本遼太郎　森田理紗子

五十川泰規　柴田一秀　柴田英徳

中田航平　野呂祐人　平瀬未来

西山恒彦（岐阜県美術館）

齋藤智愛（岐阜県美術館）

八嶋有司

佐藤忠彦

（有限会社 トリガーデバイス）

One-size-fits-one / LAP  

冨田太基

伊藤晶子

中西要介（株式会社 STUDIO PT.）

中澤耕平（株式会社 STUDIO PT.）

根津小春（株式会社 STUDIO PT.）

fancomi  

作品制作

WSデザイン

企画

制作進行

展示設営責任

WS什器デザイン

WS什器制作

web

デザイン

イラスト

担当教員のコメント

美術館の学芸員の協力のもと、作品展示とワー
クショップを対等に位置付け、同じ空間で行う
という今までにない展覧会の展開方法を提示で
きた。公的な美術館での制作やワークショッ
プ開催に関わることで県内外の来場者からの
フィードバックを得ることできた。（クワクボ
リョウタ）

連携期間

2017年 12月 ̶ 2019年 3月

2017

2018

2019

12

4

6

9

10

11

12

3

美術館との打ち合わせ

展示企画の素案作成

作品制作 

展示設営、展示開始

会期終了まで毎週ワークショップ開催

トークイベント実施、展示撮影

展示撤収

冊子編集

冊子完成

補足情報

https://www.iamas.ac.jp/af/06/

1
2
3

展示作品　奥から「みる─時刻」「みる─粒子」 photo: 今井 正由己

展示作品　「みる─幕」 photo: 今井 正由己

ワークショップエリア（会期とともに変化）
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情報科学芸術大学院大学紀要　第 10 巻・2018 年 　
表紙デザイン担当。2019 年テーマカラーを基調にレイアウト。

制作：2019 年 2 月 
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IAMAS 学校案内パンフレット2019 年度　ディレクション・編集 
卒業生（中西要介）と連携し、昨年の学校案内を踏襲した小冊子（日・英）を制作。

編集：瀬川晃・伊藤晶子（産業文化研究センター）｜中西要介
デザイン：中西要介　写真：今井正由己（p.1–4 /6/10–12/ 14–15 /32） 
制作：2018 年 12 月〜 2019 年 3 月
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M A S T E R’ S 
R E S E A RC H

In order to complete the master’s degree
in Media Creation after 2 years,
each student must determine their personal research
topic in consultation with multiple instructors.
Students are required to produce a master’s work and
master’s thesis or master’s thesis only.

[2018 Master’s Research List]

1. An Sebin – Birds in the Veiled World
2. Kohama Fumio – displayed_scape
3. Minoura Kei – Dance Performance “ἔθος”
4. Noro Yuto – Mono-Talk
5. Choi Siyoung – Human-Framed Cycle
6. Hirase Miki – Translucent Objects
7. Tanahara Mizuki – Privacy ON
8. Oyaizu Saori – A Lonely Alien
9. Kim Yikyoung – Magazine [MOKKE-Neotoyma life]

[Examples of Previous Graduate Theses]
Yumie Tomita(Graduated 2018)
– “Japanese Nutrition Intake and Health 
Consciousness: Eating Habits in the Postwar Japanese 
Household and the Role of Housewives”
Marika Tsukahara (Graduated 2017)
– “Culture and Representation Study of Memorials 
– Research on the Characteristics of Memorials in 
Post-war Japanese Movies – ”
Yuta Mizuno, (Graduated 2015)
– “Google Maps as Image.”

7 8 9

65

社会活動

名古屋芸術大学　ビジュアルデザインコース　非常勤講師
ビジュアルデザインコース 4 年生を対象にデザイン演習と卒業制作を指導。

岐阜県美術館 ウェブ・リニューアル
サイトの構造や工程などアドバイス

実施：2018 年 9 月

池田町立八幡小学校スクールフォーラム「ようこそ先輩」 
池田町立八幡小学校 6 年生と保護者を対象にグラフィックデザインについての講演。

講演：2018 年 11 月

大垣市教育委員会　俳句ポスター原画審査
高校から大学生を中心としたポスターのための原画審査を行う。これまでの俳句公募の
対象年齢を広げるため、学生が自由に描く芭蕉の雰囲気を大事に選考。

審査：2019 年 1 月

アイチアートクロニクル　1919 ー 2019
カタログ制作協力：愛知県美術館リニューアル・オープン記念コレクション企画 。
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学外での個人活動

願成寺古墳群美術展　室内展示「ある形」 
第 42 回草の根交流文化サロン in SEINO 
フライヤーレイアウトデザイン担当。 

会期：2018 年 7 月 28 日（土）〜 8 月 19 日（日）
会場：土川商店「場所かさじゅう」揖斐郡池田町宮地 930 

衣斐 康弘｜yasuhiro Ebii

眠る

近年はいぬ、ねこ、うさぎなどの小動物を夢
中になって彫っている。ねこはなかなかとらえ
どころの無い難しい題材であるが、丸まって
眠っているところがとても愛らしく、彫刻的と
感じ、白い大理石で表現してみた。眠りから
目覚め伸びをする姿や、物うげな視線を送
りたたずむ姿など、次々と表現してみたいと
思う。

1951年岐阜市に生まれ。名古屋造形芸術短期大学卒業後、
当時注目を集めていたパブリックアートに興味を持ち、噴水
施工会社に就職する。その後造園コンサルタント会社に転職
し、造園設計、都市計画、公園施設設計施工、モニュメント
企画制作に従事。1997年岐阜市で独立開業。モニュメント
制作や造園資材として石材を扱ううちに、学生時代に取り組
んでいた石彫を再開し現在に至る。

2001〜08　「石彫のつどい」 岐阜県中津川市蛭川 
2011,12,14,16　個展    岐阜県岐阜市 
2015,17　「願成寺古墳群美術展」 岐阜県池田町 

酒井 稔 ｜minoru Sakai

タマシヒ

この世に生まれて、、
やがて土へ還る、、
ただそれだけのこと、、 

場所を限定しない建築プロジェクト設計監理をライフワークと
している。 フランス：茶室と日本庭園設計監理、中国上海：古
民家カフェ設計監理、フィリピン：日本料理店設計監理、モン
ゴル砂漠と草原1200Km現地住民ゲル泊の旅：遊牧民族建
築調査、ミャンマー連邦共和国：こどもの城建築プロジェクト 
2018/1 企画実施、岐阜市都市景観賞 優秀建築物、一宮市
まちづくり建築賞

一級建築士、株式會社酒井設計事務所代表取締役、ぎふ草
の根交流サロン事務局 

自主映画　2014「オオカミ少女の憂鬱」、2016「Picking」、
2018「No.6」出演、風のたより一座「講談調カルメン」東海
芸術劇場　ドン・ホセ役出演、双身機関「三人姉妹」原作：
チェーホフ　東京新宿サニーサイドシアター出演

末松 グニエ 文｜aya Suematsu Guenier

幻

日常のささやかな情景
いつまでもそこにはない、そんな瞬間

愛知県一宮市生まれ。2000年より商業カメラマンとして活
動。2009年より、尾州産地中心としてせんい産業カメラマン
として活動開始 写真家として活動。

大阪芸術大学写真学科卒業
2010年より5年間、畑 祥雄氏に師事（写真表現大学）

2013,14,15,16　個展（一宮市）
2013 Bishu Material Exhibition内展示（東京都）
2015 名古屋無印良品店内展示（名古屋市）
2016 IAMAS前林教授と映像写真の合同展（岐阜市）など

写真集「糸がつむぐお話〜一宮のまちと繊維産業〜」「糸がつ
むぐお話〜尾州ツイード〜」発行：モリリン株式会社　発売：株
式会社青菁社

facebook ページ：びしゅうくん。尾州一宮せんい産業応援隊
Web サイト：末松グニエ文写真こうば

2018 美濃国池田山麓物語
第 42 回草の根交流文化サロン in SEINO

願 成 寺
A r t  E x h i b i t i o n  o f  

古 墳 群
A n c i e n t  t o m b s  a t  G a n j o j i  

美 術 展
室内展示「ある形」
2018年7月28日［土］～8月19日［日］

岐阜県揖斐郡池田町宮地930　
土川商店「場所 かさじゅう」0585 45 2120

主催　美濃国池田山麓物語実行委員会
共催　草の根交流文化サロン in SEINO実行委員会
後援　池田町教育委員会｜文化プロデュースSEINO
協賛　ブリックハウス製作委員会 　
協力　ぎふ草の根交流サロン

第4回願成寺古墳群美術展（2019年開催）
参加予定作家 7名によるグループ展

衣斐康弘　酒井稔　末松グニエ文　
末松グニエ・モルバン　中島法晃 　福田陽平　
矢田真之　 

作家トークと交流会

7月28日［土］18:00～20:00　
参加費 1200円　軽食付（要予約）
お問合せ：実行委員会事務局 0585 45 2120

（岐阜県揖斐郡池田町宮地 930 土川商店内）

矢田 真之 ｜masayuki Yata

Phantasm

世界は多様であり、様々な物事が持つ境目と
言うものは、それぞれ別の曖昧で不確かなも
のの様で、消えてしまいそうな儚さを持ちつつ
確かに関わりあいながら繋がっているように思
う。その繋がりを自然素材である木で像を彫
ることを通して現在を生きる事を思考したい。 

人や自然現象・自然物との繋がりを木彫刻で制作表現してい
ます。 

1976 熊本県生まれ 
2001 沖縄県立芸大大学 大学院修了 
現在 愛知県瀬戸市にて制作 

2016 ASIAN NEW WAVE EXHIBITION （京都
 ARTISLONG GALLERY） 
2016 個展 （岐阜　ギャラリーゆう） 
2018 個展 （台湾　高雄　駁二藝術特區｜未藝術空間） 

福田 陽平 ｜yohei Fukuta

シーサー

大きな穴の空いた木の丸太の中に、朽ちた木
の欠片が残っていました。木の中心が腐って、
胴になった内側から虫が食い欠け落ちたと思
います。穴の中で手に取った時に、僕は「シー
サー（狛犬）」に見えました。丸太の中の神様
だと思いました。 

普段の仕事は、『ピネル工房』という名前で家具や生活の道
具を作っています。制作を始める時は木をじっくり眺め、木の
魅力を引き出せるように心がけていますが、そんな家具の展
示ではありません。家具を作る過程で出る木の端材、家具に
は成らなかった者達を主役に展示をしてみようと思います。　　 

2002　京都造形大学洋画コース卒業
2009　「ピネル工房」設立　 
　　 
2018　「福田陽平　木の見方展」場所かさじゅう 

中島 法晃 ｜houkou Nakashima

生々流転〜玉ねぎ小屋〜 

自宅で数十年間、玉ねぎ小屋として使用され
てきた木材は、その前はどこかの柱として元々
使われていたものだった。ぼろぼろに朽ちてい
るが、今は再び何かの用途を持って生まれゆ
く日を待っている。参考写真：Endless circle of reverse

浄土の死生観に基づいて制作しています。廃材や、そこに残
る痕跡を素材とし、生々流転を表現している。 

東京芸術大学美術学部彫刻科卒業 
名古屋大学大学院教育発達科学研究科教育人類学領域修了 
現在　岐阜女子大学文化創造学部講師 

2014 個展「煙」FEI ART MUSEUM YOKOHAMA（横浜） 
2016 個展「芸術家のオートエスノグラフィー」Hideharu  
 Fuksaku Gallery Roppongi（東京） 
2017 美術ユニット「坊主と博士展」光輪寺（岐阜） 

末松 グニエ・モルバン ｜morvan Suematsu Guenier

Walk around

池田町の可能性を絵画で表現します。
例えば遊園地になるかもしれませんし、全部
コンクリートで覆われるかもしれません。 
未来の可能性を描き、投げかけたいと思います。

1983 フランス共和国コニャック生まれ
2006 英国ウェールズ地方カーディフ芸術学校留学
2008 トゥールーズ芸術学校芸術表現学部修士課程修了

2010 上海シータン习艺堂　アートレジデンス参加、作品 
 制作、展覧会参加
2011 中国、嘉興　展覧会出展、中国、上海 MingYuan美 
 術館　展覧会"Folded Plane"  
2012 STANDING PINE cube ギャラリー　個展（名古屋）
2015 「願成寺古墳群美術展」 岐阜県 池田町
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「手製本の技　～綴じ・装丁の魅力～」  
第 44 回草の根交流文化サロン in SEINO 
フライヤーレイアウトデザイン担当。 

会期：2018 年 11 月 30 日（金）〜 12 月 2 日（日）
会場：土川商店「場所かさじゅう」揖斐郡池田町宮地 930 

第 44回 草の根交流文化サロン in SEINO

手製本の技
Art for Bookbinding 

綴じ・装丁の魅力
Fascination of Hand bookbinding

	
主催　草の根交流文化サロン in SEINO 実行委員会

後援　池田町教育委員会　文化プロデュースSEINO　岐阜県製本紙工工業組合
協力　ぎふ草の根交流サロン 　

2018年11月30日金 —12月2日日
土川商店「場所かさじゅう」　揖斐郡池田町宮地930

講師プロフィール

田中 稔｜TANAKA Minoru

1972 年岐阜市生まれ。 大学卒業後、「タナカ」 に入社し製本業に携わり、

各地で製本に関する講演、 ワークショップなどの講師として活躍。

一級製本技能士、 図書館司書資格

樋口 孝｜HIGUCHI Takashi

1968 年神戸町生まれ。 家業である「樋口製本所」 を継承。

神戸町から「ごうどブランド」としての認定を受ける。

お問合せ　
土川商店：揖斐郡池田町宮地930　tel：0585 45 2120

作品展示　

11月30日金 －12月2日日 10:00－18:00（無料）

公開制作　

【和装本の制作実演】12月1日土 10:00－12:00（無料）

【洋装本の制作実演】12月2日日 10:00－12:00（無料）　

ワークショップ

【和装本の世界】12月1日土 13:00－18:00　
◉和綴じ製本　（先着10名：参加費1000円）

◉御朱印帳の製本　（先着10名：参加費1200円）
【洋装本の世界】12月2日日 13:00－18:00　

◉角背のハードカバー製本　（先着10名：参加費1000円）
◉丸背のハードカバー製本　（先着10名：参加費1500円）

※ご持参の本と布で製本ができます（材料が無い場合はこちらで準備可能、 実費必要）

講師トーク+交流会

【講師トーク：製本の技術の魅力と歴史】
12月1日土 18:00－19:00　定員50名（無料）

【交流会】
12月1日土 19:30－21:00　定員30名

　参加費1200円（軽食付き）

※要予約　11月26日（月）　お申し込み：土川商店まで 417
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和綴じ
Japanese bookbinding

丸背
Round backed

角背
Flat backed

御朱印帳
Stampbook

願成寺古墳群美術展 
第 47 回草の根交流文化サロン in SEINO 
フライヤー・リーフレットのレイアウトデザイン担当。 

会期：2019 年 4 月 20 日（土）〜 5 月 26 日（日）
会場：古墳群一帯＋土川商店「場所かさじゅう」揖斐郡池田町宮地 930 

A
�
夏
愛
華

大川剛：Q
古田直文：R

三友周太：T

弓削英香：P

↑揖斐川町

池田温泉↓

◀古墳群入口

桜山館：「古墳レクチャー」4月20日（土）

↑土川商店「場所かさじゅう」
　願成寺古墳群美術展「室内展示」

美濃いび茶
宮地生産組合
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木
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裕
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H
�
松
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幹
永

矢田真之：S

I：中島法晃

M：鳥谷浩祐
N：酒井稔

J：LIFEISLIGHT
K：衣斐康弘

L：福田陽平

O：平良亜弥

大津谷公園キャンプ場

サンビレッジ宮路
サンヒルズ
ヴィラ・アンキーノ　

P

P

WC
WC

P

P

A：夏愛華『鎮墓獸』
B：児玉美咲『Landscape of the story』
C：陳奕彰『新聖像 /hippo』
D：末松グニエ・文『手向ける』
E：大野裕之『塤 ケン』
F：末松グニエ・モルバン『私たちと空の間に、ドーム。』
G：木村洋子『鵠 クグヒ』
H：松本幹永『REPLACE』
I：中島法晃『雪解け』
J：LIFEISLIGHT『呼吸する塔』
K：衣斐康弘『存在』
L：福田陽平『きくずや』
M：鳥谷浩祐『集積と循環』
N：酒井稔『タマシヒ』
O：平良亜弥『いにしえの人々と』
P：弓削英香『碧』
Q：大川剛『時琴窟（とききんくつ）』
R：古田直文『The place where mushroom grows up 〜冥利〜』
S：矢田真之『phenomenon』
T：三友周太『500 Hundreds Faces 五百羅顔』

2019 年4月20日［土］～ 5月26日［日］

会場：願成寺西墳之越古墳群一帯

※森の中の展示となりますので、足元にお気をつけてご覧ください

［主催］2019美濃国池田山麓物語実行委員会

［後援］池田町　池田町教育委員会　池田町商工会　JAいび川　文化プロデュースSEINO　
　　　草の根交流文化サロン in SEINO　

［協賛］（有）飯沼工業　泉左官住設（株）　イノアックエラストマー（株）　JAいび川
牛島精機（株）　大塚酒造（株）　小川組　OKB農場ベリーズファーム池田　画廊勝野醫院　
（株）河村綜建　（有）国枝工業　（株）クニカ工業　サンビレッジ宮路　サンローヤル　　
（株）ジェイビー・テクノ　（株）ジュン・バース　西濃化成（株）　第一建設（株）　土川商店　
（株）農トレ　（株）ノハラ　（有）美里　（有）宮地自動車　和楽　湯華の郷　H20B会

［協力］情報科学芸術大学院大学［IAMAS］　

［助成］公益財団法人朝日新聞文化財団　池田町商工会

［お問い合わせ］
2019美濃国池田山麓物語実行委員会（岐阜県揖斐郡池田町宮地930）
0585-45-2120
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願 成 寺 古 墳 群 美 術 展

池 田 山 麓 物 語

池田山は「西日本と東日本」「太平洋側と日本海側」

を区分する位置にあり、自然、政治、経済、文化

などに大きな役割を果たしてきた。山麓一帯は、

先土器時代以降人間の営みが途絶えることなく連

綿と続いている。その刻んできた歩みは自然環境

を受け入れ、伝統を尊重し、堅実さを旨とする価値観を生み出した。そして現在も池田山か

ら山麓一帯に広がる豊かな緑の中で、人々は季節の移ろいをしっかり受け止めながら穏やか

な日々の暮らしを営んでいる。生活の形態が大きく変化し、価値観が多様化してきた現代に

おいて確かなよりどころが、かつてないほど求められてきた。池田山と山麓一帯の個性を育

んだものが、それにこたえるものとして期待されるだろう。 

※願成寺西墳之越古墳群
池田山東麓の扇状地に立地する岐阜県最大級の群集墳。6世紀から7世紀に築かれ100基以上の円墳からなる。
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願成寺古墳群美術展企画

滞在制作：平良亜弥（土川邸に滞在する沖縄のアーティスト）
公開制作 4月12日（金）〜 19日（金）
座談会：「沖縄をめぐるアート〜平良亜弥を囲んで〜」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月13日（土）17:00 〜 18:30 ゲスト：前林明次（IAMAS教授）　夏愛華（台湾アーティスト）　

司会：水谷篤司（アーティスト・願成寺古墳群美術展コーディ
ネーター）
参加費：無料　
定員：20名　

要予約

交流会 4月13日（土）19:00 〜 21:00
会場：土川商店「場所かさじゅう」

参加費：1000円（軽食付き）　
定員：20名　

要予約

 

古墳レクチャー「願成寺古墳群〜古代の「墓場」を見つめて〜」
4月20日（土）12:30 〜 14:00 会場：桜山館（池田町宮地1100-1） 講師：横幕大祐（池田町教育委員会学芸員）

参加費：無料　
定員：50名　

要予約

願成寺古墳群美術展「室内展示」 参加作家による室内展示

4月20日（土）〜 5月26日（日） 会場：土川商店「場所かさじゅう」 衣斐康弘、大川剛、大野裕之、児玉美咲、酒井稔
末松・グニエ・モルバン、矢田真之、平良亜弥

願成寺古墳群美術展作家による作品説明会
4月20日（土）14:30 〜 16:00　  会場：願成寺古墳群

交流会 草の根交流文化サロン in SEINOと合同開催 参加費：1200円（軽食付き） 要予約 

4月20日（土）18:00 〜 20:00 会場：土川ガーデン（池田町宮地930）

子どもワークショップ「池田山からの贈り物〜石窯ピザを焼こう〜」 要予約

4月28日（日）
 

10:00 桜山館集合（池田町宮地1100-1）
10:30 願成寺古墳群にて美術展鑑賞と蕨摘み　
11:45 池田山麓の竹林にて筍堀り（雨天中止）　
12:45 土川ガーデンでピザづくり
14:30 解散（自由）

講師：豊富春菜、二村元子（美術作家）
参加費：500円　
定員：30名　

参加申込：土川商店（0585-45-2120）
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関連企画

願成寺西墳之越古墳群資料展
4 〜 8月 会場：池田町中央公民館2Fふるさと資料室（所在地：池田町六之井1455-1）

木彫公開制作 制作者：望月鮎佳

4月27日（土）〜 5月6日（月・祝）（悪天等で中止する日もあり） 会場：土川ガーデン（池田町宮地930）

まほらのね 曼荼羅アート作家：Takabatake Ai

4月5日（金）〜 4月10日（水）11:00 〜 19:00（最終日17:00まで） オルゴナイトと音のアーティスト：keiko&yasu from cosmichome

15:00よりクロージングライブ 会場：ギャラリーUniverse（池田町八幡2579－3）

山下易夏アクセサリー展　〜 Universe Light 〜
4月15日（月）〜 18日（木）11:00 〜 18:30（最終日17:00まで） 会場：ギャラリーUniverse（池田町八幡2579－3）

魂は静かにホット · ハートでバンバン BAN UMEDA ANJI展 in 岐阜3

5月3日（金）〜 6日（月）11:00 〜 18:00（最終日16:00まで） 会場：ギャラリーUniverse（池田町八幡2579－3）

大西暢夫×ふれ愛の家合同写真展「私の証明書」
5月9日（木）〜 12日（日）10:00 〜 17:00 会場：ギャラリーUniverse（池田町八幡2579－3）

ソラノモリ絵画展 ユニバース・コネクト Vol.3
5月20日（月）〜 26日（日）11:00 〜 18:00（最終日16:00まで） 会場：ギャラリーUniverse（池田町八幡2579－3） 

調金工房さと「新作オリジナルジュエリー展」
4月11日（木）〜 14日（日） 会場：画廊　勝野醫院（池田町池野458）

 
Camp fire talk 大津谷公園隣接の森の中で開催するトークイベント

5月18日（土）・19日（日）

 
カメラとキャンプと蟲の声 古墳群を会場に写真講座を開催し、キャンプしながら作品講評会

5月18日（土）・19日（日） 会場：願成寺古墳群、土川ガーデン（池田町宮地930）

ブルースカフェ・コンサート 会場：ブルースカフェ（池田町八幡2579－3）

アコースティックナイト（4/2, 16, 5/7, 21, 20:00 〜） 無料

JAZZセッションナイト（4/13, 5/11, 2:00 〜） 無料　プレイヤー1000円

尺八・篠笛・ギターライブ（4/23, 20:00 〜） 投げ銭ライブ

オープンマイクイベント（4/5, 12, 19, 26, 5/3, 10, 17, 24, 31, 20:00 〜） 無料　参加者1000円

 
ブルーベリーのお花見会 ブルーベリーの花の鑑賞会とブルーベリーの加工品等販売

4〜 5月 会場：OKB農場　ベリーズファーム池田（池田町般若畑白山）

My 牛乳瓶を作ろう
4月27日（土）〜 5月4日（土）10:00 〜 17:00 会場：ミルクショップ（池田町池野470）


